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男女共同参画センターゆーあいでは、男女共同参画推進、啓発のため講座やイベントだけで

なく、情報発信、展示など様々な取組をしています。中でも、若年層向けに男女共同参画に

触れてもらう機会をたくさん設けています。 

小中学生にはボランティアスタッフとしてイベントに参加してもらったり、大学生にはインターンとし

て実際にセンターで働きながら男女共同参画について学んでもらったりしています。 

夏に開催しているサマーフェスティバルのボラン

ティアスタッフとして、運営に参画しています。 

アシスタントだけじゃなく、主として積極的に接

客もしています。 

年に2回、大学生が就業体験の一環で2週

間センタースタッフとして働いています。 

受付、接客から情報誌の記事・掲示物作成

までさまざまな仕事にチャレンジしています。 

水風船 

釣り 

輪投げ 

遊び 

ポップコーン
売り 

パソコン
を使って
事務処理 

予約操作
受付対応 

電話応対 



 
奨学金が大学生に及ぼす影響とは？ 

現在、大学生の貧困が深刻化している。 

２０１６年度における奨学金貸与人の割合 

は１３２万人である。２０１３年度の１４５ 

万人に比べると奨学金を借りている大学生はやや 

減ったが、それでも１９９８年に比べるとその差 

は歴然としており、２０年余りで奨学金貸与人員の割合は倍以上に増えた。 

毎月の平均貸与金額は 1 人あたり 5～7 万円で人によって異なるが、奨学金借入総額を平均すると

３１２．９ 万円で、月々１万５千円ずつ返済したとしても最低でも１８年はかかる。さらに利子が

加わるので、借りていた奨学金をなるべく早く返してしまいたいというのが大学生の本音である。 

一方で、自宅外学生の親の仕

送り額は１９９４年度 の１

２万４９００円をピークから、

２０１７年（２０１６年 

７万６１０円）には７万２

９８０円と減少し、親元を離

れて生活する大学生は特に、ア

ルバイトをしないと生活をしてい

けない状況である。しかし、アル

バイトだけでは生活費、学費を

まかなうことができず、奨学金を

返済するお金の貯金もままなら

ないまま、自らの身体を売ること

で多額のお金を稼ぐことができる

風俗や、売春に手を染める女

子大生が増えているのだ。 
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この冬、ふれあいセンターにインターンシップ制度を利用して、２週間就業体験に来て

いた帝京大学２年生のインターン生が、それぞれ課題を見つけ、大学生ならではの視

点でレポートを書いてくれました。 

（日本学生支援機構より） 

『自分には関係の無いことだと 

思っていませんか？』 

    安藤 菜花（帝京大学3年） 
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学ぶ意欲がある女の子ほど風俗に走る？～女子大生風俗の現状～ 

 先に述べたように、奨学金返済により風俗に手を染める大学生が増えているというのが今の日

本の現状である。しっかりと大学で勉強をして将来の夢を叶えたいという思いの強い女の子ほど

風俗で働く傾向にあるのだ。“アルバイト詰めで寝る時間が無くなって、勉強に支障がでるよりも、

単価が高くて短い時間で身体を売ったほうがいい”という考えが大学生のなかで浸透し、やがて

女子大生という、言ってしまえばブランドに、よってたかる人達の餌食になってしまうのだ。 

このように「若さ」「未経験」を売りにした風俗業界も増えている。そのような風俗業界を選択

せざるを得ない状況に女子大生は陥っている。 

身体を売ることでお金を稼ぎ、生活ができる。つまり、風俗がセーフティネットになってしまって

いるのだ。しかし、見ず知らずの男性を相手に自分の身体を売ることは、決して安易なこと

ではなく、精神的にも肉体的にも崩壊してしまう大学生も多い。 

それでも、奨学金返済のために彼女たちは身体を売るのだ。そして奨学金は時には将来の

選択を強いられる場合もある。 

 大学の高い学費や奨学金制度は女子大生たちを裸の世界へ送りこむだけでなく、将来の選

択までも制限させることもあるのだ。 

 

奨学金と風俗について考えること 

 自分と同世代の女子大生が、貧困が故に自分の身体を売ってお金を稼いでいるという事実を

知ったときはとても驚いた。正直かわいそうだと思ってしまった。しかし、考えたくはないことだが、もし

も私の両親に何かあり、充分な稼ぎがなくなってしまった時、私はどうするだろうか。おそらく将来や

りたいことがあるため、奨学金を借りて大学に通い続けるだろう。となると、もしかすると私も自分

の身体を売り、お金を稼ぐ、風俗業界の道に足を踏み入れるかもしれない。踏み入れざるを得

ないかもしれない。これは決して他人事では無く、誰にでも実際に起こりうることなのだ。私には関

係の無いことと目を背けるのではなく、当事者意識を皆が持つべきだと考える。 

 なぜ、学びたい意欲に満ち溢れた学生が、自分の身体を売ってまでしないと奨学金が返せな

い世の中なのだろうか。私は、疑問を抱いた。こうした奨学金の制度が貧困の連鎖に繋がってい

ることもあるのだと思う。 

 家庭などの経済状況によって学びの機会が制限されないように、学びを、お金の面で支えるの

が、奨学金の本来の目的である。しかし、奨学金は、学生を一時的には助けてくれるものの、言

い換えてしまえば多額の借金を生涯背負うことになる。 

 奨学金の返済のために大学を卒業してからも風俗で働く女性も多い。これは深刻な問題であ

る。風俗がセーフティネットになってしまっている現状を変えるために私たちにできることは、何

だろうか。奨学金の制度を見直すのはもちろんのこと、身体を売らなくても、奨学金を返して

いけるように、女性が活躍できる場をもっと作っていくべきだと思う。また同時に、支援の取り

組み方についても考えていくべきだと思う。 

 そして、奨学金によって風俗で働かざるを得ない大学生の実態を、もっと多くの世間の人に知っ

て貰いたい。決して見過ごすことのできない問題だ。自分自身の身体を大切にし、心身共に健

康に生きていくためにも、今後、奨学金返済に苦しみ、身体を売る女子大生が減って欲しいと

考える。 
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☆デート DV とは？ 

皆さんが耳にしたことのある DV(ドメスティック・バイオレンス)とは、配偶者、内縁の妻・夫、婚約

者などの親密な間柄にある人から一方的に受ける暴力のことだが、「デート DV」とは、恋人など親

密な関係、あるいはそうした関係の人からのさまざまな暴力のことである。暴力を受けていないから

自分には関係ないと思っていても、実はデート DV の被害を受けていたり、逆に気づかないうちに加

害者になっているかもしれないのだ。 

実際に NPO 法人などが実施した広域調査によると、交際経験のある女性の 44.5％、男性の

27.4％にデート DVの経験があったと報告されている。 

 

暴力は、「殴る」、「蹴る」などの身体への暴力を思い浮かべる人が多いと思うが、精神的暴力や

性的暴力など形はさまざまであり、大きく以下の 4種類に分けられる。 

 
 

☆デート DV について思うこと 

 私は、DV と聞いてまず殴られるなどの身体的暴力を思い浮かべた。しかし、デート DV について調

べてみてメールを勝手にチェックされたり、行動を制限されるなどといった精神的なこともデートDVにあ

たることを知った。今までのことを振り返ってみると、身体的暴力はされていなくても精神的暴力に関し

ては、私自身も受けていたのかもしれないと感じるようになり、同じような被害にあったという友達も周

りにいると感じた。若い世代でスマートフォンや SNS が普及し、LINE などで手軽に会話をすることが

当たり前になっている今だからこそこのような問題が起きてしまっているのだと感じた。 

恋人同士がお互いに嫌な思いをせず対等で良好な関係を築くためには、違う考え方や価値観を

認め合い、相手の気持ちも尊重することや自分の気持ちを相手に言葉で伝えることも大切である。

そのために、学校などでデートDVがどのようなものなのかを伝える予防教育を行い、「今、自分はどの

ような状況なのか」を考えさせることが大切だと考えた。また、デートDVの被害を受けている場合、一

人で抱え込まずに信頼できる家族、友達、先生などに話を聞いてもらったり、相談機関を利用し、ス

トーカーや傷害事件など大きな問題に発展する前に一刻も早く助けてあげたいと思った。そして、相

談を受けた場合は「早く別れなよ」などと一方的に自分の意見を押し付けるのではなく、話をよく聞き

「あなたは悪くない」などと伝えて安心させてあげることが大切だと考えた。 

身体的暴力 精神的暴力 性的暴力 経済的暴力 

殴る 

突き飛ばす 

蹴る 

物を投げる 
など 

など など など 

無視する 

怒鳴る 

携帯履歴やメールを勝
手にチェックする 

脅す 髪を引っ張る 

無理やり性行為
やキスをする 

避妊に協力しない 

無理やりポルノ
などを見せる 

借りたお金を 
返さない 

いつでもデート代を
払わされる 

アルバイトをさせ
る又はやめさせる 

『デート DV「自分は大丈夫」  

それホント？』 

   中村佳乃子（帝京大学 3年） 
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武蔵村山市男女共同参画推進市民委

員会は、市民活動団体・市内事業所の

関係者、公募による市民で構成されて

おり、市民目線での意見や考えを活か

して武蔵村山市の男女共同参画を推進

する取組を行っています。 

２年間の任期の中で取り組んだ活動

の一部を御紹介します！ 

内 容 ⑴ ＬＧＢＴの認知度に関するアンケート 
    ⑵ ＬＧＢＴに関するポスターの掲示 

   ⑶ 啓発物品の配布 

「村山デエダラまつり」に市民委員会のブースを出店し、ＬＧＢＴをテーマにアンケート、

ポスター掲示、啓発物品の配布を行いました。 

多くの来場者が訪れる村山デエダラまつりの会場で、啓発を行うことが出来ました。 

【アンケート】 

Ｑ．ＬＧＢＴという言葉を知っていますか？ 

（510人回答） 

ＬＧＢＴの認知度は５０％を超えましたが、「何となく聞いたことがある」「知っている

ような気がする」として回答している方もおり、実際にはもう少し低い割合ではないかと考

えられます。一方で、学校で習ったという小学生や、情報誌ＹＯＵ・Ｉに掲載されていたの

を見たという市民もいたので、地道に啓発を続けていくことで徐々にＬＧＢＴ理解が広まっ

ていくのではないかと思います。今後はＬＧＢＴという言葉だけでなく、その内容や実情ま

で掘り下げて啓発していくことが必要であると感じました。 

 06 

273人 237人 
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本当の職業 子どもたちの予想 予想数

市長 16

警察官 2

花屋 2

看護師 7

花屋 6

医者 4

警察官 10

看護師 3

医者 1

ラーメン屋 5

医者 3

警察官 2

医者 7

農家 6

花屋 3

ラーメン屋 8

農家 5

花屋 2

市議会議員 11

医者 2

保育士 1

保育士 6

美容師 5

ミュージシャン 3

大工 6

消防士 3

八百屋 3

消防士 6

八百屋 4

大工 2

大工 4

消防士 3

医者 3

市議会議員
（男性）

消防士
（女性）

保育士
（男性）

美容師
（男性）

大工
（男性）

ラーメン屋
（男性）

市長
（男性）

警察官
（女性）

看護師
（男性）

花屋
（男性）

農家
（男性）

各職業の方の顔写真を見て、子どもたちが職

業予想をした結果です。 

やはり、「男がやる仕事」「女がなる職業」そ

んなイメージがあるのかもしれません。 

予想外の驚きとともに、職業を選ぶのに性別

なんて関係ない、そんなふうに子どもに感じて

もらえたらと思いました。 

子どもたちに性別や性差について考えてもらい、職業を始めとするさまざまな選択にお
いて性別にとらわれず自分自身が望む選択をする、という意識を持ってもらうための機会
として、小学生対象の夏休み事業「こども記者クラブ」を開催しました。 
当日は色々な職業の方に集まっていただき、子どもたちが記者になってインタビュー！ 
街で見かける職業からあまり知らない職業まで、男の子も女の子も興味深そうにお話を

聞いていました。 

内 容 ⑴ 職業予想 
    ⑵ 記者会見方式インタビュー 

   ⑶ 個別インタビュー 

職業予想の様子 記者会見方式インタビュー 

職業予想の結果 

記者会見方式インタビュー 記者会見方式インタビュー 
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みんなそれぞれの夢を持っている中で、アンケートではたくさんの意見が出ており、将

来のことを考えてもらういいきっかけになったと思います。 

世の中では男女共同参画の意識が少しずつ変わってきていますが、まだまだ「男」「女」

という括りで判断されるようなことが、様々な場面で起こっています。 

 誰もが性別に関係なく自分が望む選択をする、という意識を、こども記者クラブでの経

験から少しでも感じてもらえたらと思いました。 

子どもたちの感想 子どもたちの将来の夢 

いろいろな仕事の話を聞けておもしろかった 

昆虫学者 

昆虫が好きだから 

警察官 

悪い人を捕まえる 

子どもたちに将来の夢と参加
した感想をきいてみました。 

医者 

かっこいい 

電車の運転士 

憧れがあるから 

パティシエ 

美味しいお菓子
をたくさん作りたい 

声優 

アニメが好きだから 

花屋 

人を笑顔に出来るから 

最初は恥ずかしかっ
たけど、色々聞けた楽し
かった 

それぞれの仕事によって大変なんだと思った 

 しっかり質問に答えてくれて分かりやすかった 

大変なことも
あるけど、みんな楽
しくやっていてすご
いと思った 

2年間の活動を終えた委員さんたちの感想です 

☆男女共同参画について何も分からない中でスタートしたが、市民委員会の活動と通して色々なことを学ぶこ
とができた。今後は自分が経験したことを身の回りの人に伝えて男女共同参画の理解を広めていきたい。 
☆男女共同参画の理解や知識が深められ今まで関心がなかったニュースなども身近に感じるようになった。自
分の意識に変化があったことが一番の成果だと思う。 
☆ワーク・ライフ・バランスやＬＧＢＴなど、男女共同参画に関する問題やニュースを自分のこととして考え
られるようになったのは良いことだと思う。 
☆今でも男女共同参画を完全に理解しているわけではない。今後も男女共同参画への関心を持ち続け、興味を
持ってくれる人を増やしていくことが大切だと思う。 
☆充実した活動ができたと思う。計画の策定や制度の制定など、形に残す活動が出来るとより良かった。 

市では、「武蔵村山市第三次男女共同参画計画」を策定し、様々な施策を行っています。 

 男女共同参画推進市民委員会は、男女共同参画社会の実現に向けて、市民の皆さまからの意見、

提案を施策に生かすための委員会です。市民の皆さまと行政の協働のまちづくりのため、是非ご応

募ください。（詳細は 4 月 1 日市報にて） 
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国際女性デーとは？ 
 国際女性デーは、1904 年 3 月
8 日にアメリカのニューヨーク
で女性参政権を要求したデモを
起源とし、1975 年に国連によっ
て制定されました。この日は、女
性の社会的、経済的、文化的、政
治的成果を祝福する国際的な日
とされており、女性への差別撤廃
と女性の地位向上を訴え、「女性
が自分らしく生きられる社会」を
目指し、世界各国でさまざまなイ
ベントが行われています。 
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イタリアでは、国際

女性デー（３月８

日）に男性から女性

へミモザの花を贈っ

て、日々の感謝の気

持ちを伝える日に

なっています。  

 第二次世界大戦

後初めての女性デ

ーに際して、「イタリ

アに自生するミモ

ザは、貧富の差に関

係なくどんな人でも

感謝の気持ちを表

すことができる」と

いうことでミモザを

贈ることに決めた

のです。 国
際
女
性
デ
ー
の
3
月
8
日
か
ら
1

ｹ
月
間
ロ
ビ
ー
展
を

開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
ハ
リ
ウ
ッ
ド
を
代
表
す
る
メ
リ
ル
・
ス

ト
リ
ー
プ
さ
ん
の
出
演
作
品
の
紹
介
を
し
ま
し
た
。
彼
女
は
ア
カ

デ
ミ
ー
賞
に
20
回
以
上
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
、
3
回
オ
ス
カ
ー
を

手
に
し
て
い
ま
す
。
年
齢
を
重
ね
る
と
仕
事
が
な
く
な
る
と
言
わ

れ
る
ハ
リ
ウ
ッ
ド
界
に
お
い
て
68
歳
の
今
な
お
精
力
的
に
数
々

の
作
品
に
出
演
し
て
い
ま
す
。
私
生
活
で
は
血
の
つ
な
が
り
の
な

い
子
ど
も
を
育
て
、
働
く
女
性
と
し
て
、
女
性
の
権
利
の
た
め
に

貢
献
し
、
発
言
し
て
い
ま
す
。
2

0

1

8
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン

グ
ロ
ー
ブ
賞
の
授
賞
式
で
は
、
性
暴
力
被
害
者
と
の
連
帯
を
示
す

黒
い
ド
レ
ス
で
出
席
し
た
の
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
彼

女
の
出
演
作
品
は
、
そ
の
時
代
の
「
女
性
の
生
き
方
」
に
つ
い
て

考
え
さ
え
る
の
が
特
徴
の
ひ
と
つ
で
す
。 

 

（作品紹介） 

クレイマークレイマー（1979 年）→ソフィーの選択（1982 年）

→永遠に美しく（1992年）→めぐりあう時間たち（2002年） 

→マンマ・ミーア！（2008 年）→マーガレット・サッチャー鉄

の女の涙（2011年）→未来を花束にして（2015年） 

パ
ネ
ル
を
作
成
し
た 

イ
ン
タ
ー
ン
の
学
生
た
ち 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在、この豊かな日本において、母子家庭の貧困率は 50％を超えています。 

12 月 17 日、経済的に困難な状況にある母子家庭の母親と子どもが、一緒に楽 

しめ学べるイベント「シングルマザー応援フェスタ」を開催し、20～50 代のシ 

ングルマザー（これから離婚を考えているプレシングルマザー含む）とその子ど 

もたち約 50 名が参加しました。 

母親対象には、無料法律相談、ミニセミナー（発育の気になる子供や教育・お金について）、子

ども対象には、クリスマスカード制作、そして、親子でアロマジェルを使ったハンドマッサージ

の体験会をしました。協賛企業からからは、リクルートスーツなどのご寄付をいただき、開始時

間から行列が出来るほどの大盛況でした。また、フードバンク TAMA からは、米や野菜、お菓子

や餅など沢山のお土産品をご提供いただき、参加者は大感激していました。カフェコーナーでは、

初めて会った参加者同士の情報交換が盛んに行われ、常時賑わっていました。 

参加された方からの感想 

・温かい雰囲気で、張り詰めていた心が和みました。 

・面接にちょうど良いスーツが見つかり、助かりました。 

・保育つきだったので、ひとりで集中してセミナーにも参加でき、親子で 

ハンドマッサージを初めて体験したので、すごく良い休日になりました。 

・離婚後、不安ばかりだったけど、他のシングルマザーとお話する機会が 

できて良かったです。 

・スーツや食べ物をたくさんもらえて、ありがたかったです。（など） 

今回ご協賛、ご協力していただいた多くの支援団体との繋がりを活かし、来年度以降もこのよ

うな場づくり、イベントを実施します。 

 今回ご協力いただいた団体 

共催：特定非営利活動法人全国女性会館協議会 

協賛：みずほ社会貢献ファンド  

協力団体：立川みらい、㈱シーズプレイス、特定非営利活動法人フードバンク TAMA 

  ジョンソン・エンド・ジョンソン社会貢献委員会、東京三弁護士会多摩支部 

 

武蔵村山の伝統工芸品である「村山大島紬」を使って和ネックレスを作りました。予想をはる

かに上回るお申込みをいただき、急きょ回数を増やしての開催となりました。 

「昔は機織りの音が聞こえてきていた」、「道で染め物をしていた」など、昔の思い出話をする方

がいたり、「初めて村山大島紬を知った」という方がいたり、手を動かしながら会話も弾んだ様子

でした。 

「また大島紬を使ったものを作りたい」とのお声をたくさんいただいたので、来年はさらに企

画を練って開催します！ 

 

10 

講座の様子 

親子でハンドマッサージ 

スーツを選ぶ参加者たち 
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11 

ご自身のこと、家族のこと、友人関係、職場関係など悩んでいる 

ことはありませんか。お気軽にお問合せください。 

毎月第 2土曜日・・・午後 2時～4時（1人 60 分）[男性相談員担当] 

毎月第 3金曜日・・・午後 1時 30分～4時 5 分（1人 35分）[女性相談員担当] 

※電話相談可（要予約） 

毎月第 3土曜日・・・午後 2時～4時 

※相談の際はご予約をお願いします。保育も付きますのでお気軽にご相談を。 

男女共同参画センターゆーあいでは、図書コーナー

を設けており、1 人 2 週間 10冊まで借りることが

できます。 

レンアイ、基本のキ 
好きになったらなんでも OK？ 

打越さく良（著） 
岩波書店（発行） 

女性たちの貧困 
“新たな連鎖”の衝撃 

NHK「女性の貧困」
取材班（著） 
幻冬舎（発行） 

働く女性たちへ 
勇気と行動力で人生は変わる 

佐々木常夫（著） 

WAVE出版（発行） 
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情報誌 YOU・I Back number 

33号～43号まで絶賛発行中!!続きはWEBで! 

 

発行年月  201８年 3 月 

編集・発行 武蔵村山市男女共同参画センター「ゆーあい」 

（武蔵村山市立緑が丘ふれあいセンター） 

所 在 地 〒208-0012 

       東京都武蔵村山市緑が丘 1460-1111-1 

 
ダイバーシティコミュ・東建社

グループが指定管理者制度によ

り管理運営を行っています。 


